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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
２０２２Aカリ, ２０２１Aカリ, ２０２０Aカリ, ２０１９Aカリ

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的な知識や研究能力を修得し 雑草学、作物学、作物生産システム学に関する専門的な知識や
ている 研究能力を修得している

⇔

【2022年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 雑草学、作物学、作物生産システム学に関する専門的な知識や
現実的な地域の視点に立って問題をとらえ解決する能力を修得 研究能力を修得している
している

⇔

２０２６A３編（24A）, ２０２５A３編（23A）, ２０２４Aカリ, ２０２３Aカリ

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】専門的知識や研究能力を基礎とし 雑草学、作物学、作物生産システム学に関する専門的な知識や
て的確な情報を収集・理解し、発信できる能力を修得している。 研究能力を修得している

⇔

【2024年度以前ｶﾘｷｭﾗﾑ対象】地球的な広い国際的視野と同時に 雑草学、作物学、作物生産システム学に関する専門的な知識や
現実的な地域の視点に立って様々な課題をとらえ、解決する能 研究能力を修得している
力を修得している。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

その他

(3)全学横断特別
教育プログラム

(4)授業の概要 問題発見能力・解決能力を総合的に発揮するため，フィールドワークとラボワークを融合した研究活動
を行う。

(5)授業計画 雑草の生態，遺伝的特性，分布，管理法，モニタリングに関連した研究テーマを設定する。
主な研究テーマ

アレチウリの光合成特性の解明
　特定外来生物で北米原産のアレチウリの光合成能力を明らかにする。野外の個体群を対象に，フィー
ルド型のクロロフィル蛍光測定機器を使い，大規模なフェノタイピングを実施する。

UAVセンシングや位置情報アプリを活用した雑草の早期検出
　ドローンを用いて生産圃場に侵入する難防除雑草の早期検出技術を開発する。
　位置情報収集アプリを活用した効率的な雑草調査法を開発する。

スマート農業技術を活用した生産環境の観測
　UAVセンシングによる作物の生育診断技術を開発する。

(6)自主学習の指
針

フィールドでは、農家，自治体，関連団体，研究機関等多くの関係者が参画しています。対象植物のみ
を調査するだけではなく，どのような人々がフィールドに関わっているのかを意識し、研究課題を整理
する必要があります。
研究を推進するには，観測機器、解析ソフトを適切に使って解析を進める必要があります。
また、調査場所に関係する人との共同作業も必要になるため，フィールド調査に必要な事前準備を協調
して行うことが求められます。

教員が一から十まで準備することはできませんので、研究の実施には自主的な取り組みが求められます。

(7)成績評価の基
準

1) 的確なデータ収集とその分析能力、2) 情報の検索・収集能力、3) 論理的な論文取りまとめ能力、
4) 問題点や課題の考察能力、5) 的確なプレゼンテーション能力、の5項目についてそれぞれ、本科目の
目標達成に照らし、明らかに不足（0点）、不足がある（1点）、適正（2点）、優れる（3点）で評価し、
総合点が7～8点であれば「水準にある」、9～10点であれば「やや上にある」、11～12点であれば「かな
り上にある」、13点以上であれば「卓越している」、と評価する。

(8)事前事後学習
の内容

調査・研究を推進するには，研究の背景，解析手法，調査方法，結果の説明，結果の解釈，総合考察が
必要になります。研究を計画し実施するまでの事前学習，結果のまとめに関わる事後学習に多くの時間
を割いてください。計画ー実施ー結果ー解釈ー計画の再検討ー実施ー考察のサイクルが必要になります。

(9)テストやレポ
ートの予定

コース卒業前の卒論発表を必ず行う必要があります。
雑草学会，草地学会，北陸作物育種学会，東海北陸雑草研究会等に参加し，研究発表を行うこともあり
ます。

(10)成績評価の方
法

卒業論文をまとめるまでの取り組みを総合的に評価します。

(11)質問、相談へ
の対応および連
絡先

渡邉　wtnabe@shinshu-u.ac.jp



(12)履修上の注意 雑草問題は社会問題と直結しており，都道府県，地元自治体，国の研究機関と共同で試験研究を実施し
ています。雑草の分類，生態，遺伝など生物学的特性の興味や雑草が引き起こす問題解決に興味のある
学生を歓迎します。

【教科書】 特になし。

【参考書】 特になし。


